
TTF-TCNQ
の構造

合成法：

TTF-TCNQ
などの合成は、単に混合法による。

　ただし、単結晶を得るにはU字管による拡散法が有効

　通常、D/A
比
 1/1
になりやすい

ベッチガードや斉藤軍次らによる金属もしくは超伝導体はイオンラジカル塩

　H型セルによる電解結晶法

　通常、D/X
比は 2/1
のように、混合原子価状態（部分酸化状態）が得られやすい。

　　　

　　 U
字管の例 H型セルの例



C60を基調とした超伝導体

　　

基礎的なことがら

　金属と半導体は伝導度の温度係数が逆である。

　　　金属：自由電子モデルによると抵抗が絶対温度に比例する

　　　半導体：バンドギャップのモデルによると Arrhenius 活性型の伝導度を示す

電導度はレンジが広い


